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真
田
三
代
以
来
の
中
心
都
市
・
上
田
の

21
世
紀
的
発
信

　

今
年
７
月
27
日
、
長
野
県
上
田
市
・
東
御
市
・
青

木
村
・
長
和
町
・
坂
城
町
・
立
科
町
の
２
市
３
町
１
村

に
よ
る「
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」が
締
結

さ
れ
た（
上
田
市
に
よ
る
中
心
市
宣
言
は
２
月
３
日
）。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
と
い
う
不
可
避
の

ト
レ
ン
ド
を
受
け
、
中
心
市
と
周
辺
市
町
村
が
定
住

化
促
進
と
い
う
目
的
の
下
に
広
域
都
市
圏
を
形
成
。

中
心
市
が
そ
の
広
域
都
市
圏
に
必
要
な
都
市
機
能
を

整
備
し
、
周
辺
市
町
村
が
広
域
圏
に
必
要
な
生
活
機

能
を
確
保
す
る
と
い
う
役
割
分
担
を
行
い
な
が
ら
、

互
い
に
連
携
協
力
し
つ
つ
地
域
全
体
の
人
口
定
住
化

を
目
指
す
定
住
自
立
圏
構
想
は
、
現
在
、
全
国
各
地

で
続
々
と
形
成
さ
れ
て
い
る（
平
成
23
年
10
月
12
日

現
在
で
72
市
が
中
心
市
宣
言
を
行
い
、
61
圏
域
が
定

住
自
立
圏
を
形
成
）。

　

折
し
も
今
年
10
月
に
は
、
最
新
の
国
勢
調
査（
平

成
22
年
実
施
）の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
前
回（
平
成
17

年
実
施
）よ
り
国
内
に
住
む
日
本
の
人
口（
外
国
人
居

住
者
を
除
く
）は
37
万
人
強
も
減
少
し
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
人
口
減
少
化
の
現
象
が
い
よ
い
よ
顕
著
に

な
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
定
住
自
立
圏
に
限
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

伴
っ
て
激
化
す
る
一
方
の
都
市
間
競
争
を
背
景
に
、

今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
持
っ
た
広
域
圏
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
母
袋
創
一
・
上
田
市
長
で
あ
る
。

　
「
上
田
市
は
こ
れ
ま
で
も
上
田
地
域（
上
田
市
・
東

御
市
・
青
木
村
・
長
和
町
・
坂
城
町
）の
中
心
都
市

と
し
て
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
上
田
市
単
体
の
人
口

は
約
16
万
人
で
す
が
、
上
田
地
域
全
体
に
広
げ
れ
ば

約
22
万
人
と
な
り
ま
す
。
ま
た
歴
史
的
に
文
化
圏
を

共
有
し
て
き
た
佐
久
地
域
を
併
せ
た
東
信
地
方（
上

田
・
佐
久
地
方
）全
体
に
ま
で
広
げ
る
と
、
約
40
万

人
も
の
広
域
圏
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
面
的
な
意
味
で
の
広
域
圏
と
は
別
に
、
一
定
の
目

的
意
識
の
下
に
、
離
れ
た
地
域
の
都
市
同
士
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
、

今
後
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」（
母
袋
市
長
）

　

そ
う
し
た
動
き
は
90
年
代
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
各

種
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
も
見
ら
れ
る
。
上
田
市
が
中

心
的
な
位
置
付
け
で
、
平
成
10
年
か
ら
全
国
持
ち
回

り
開
催
さ
れ
て
き
た「
真
田
サ
ミ
ッ
ト
」は
典
型
的
な

事
例
だ
。
上
田
を
中
心
と
す
る
信
州
を
主
舞
台
に
活

躍
し
、
戦
国
武
将
の
中
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
真
田
幸

隆
・
昌
幸
・
幸
村
の
真
田
三
代
に
ゆ
か
り
の
自
治
体

で
構
成
す
る
真
田
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
秋
田
県
由
利
本

荘
市
、
宮
城
県
白
石
市
、
群
馬
県
沼
田
市
、
長
野
県

（長野県）

真
田
家
ゆ
か
り
の
《
知
略
》
で
目
指
す

市
民
と
広
域
圏
の
幸
福
度
向
上

市 政 ル ポ 上
う え だ

田市

　昨年発行された全国市長
会の機関誌「市政12月号」で、
上田市を現地取材した記事が
掲載されました。
　「市政」は都市行政関係者向
けの機関誌ですが、ルポライ
ターから見た上田の取組が客
観的に記述されていることか
ら、市民の皆さんにもご覧い
ただきたく、広報うえだでお
知らせします。
　なお、過去の「市政」についても全国市長会のホーム
ページからご覧いただけます。
http://www.toshikaikan.or.jp/shisei/index.html
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長
野
市
・
上
田
市
、
大
阪
府
大
阪
市
、
和
歌
山
県
九

度
山
町
な
ど
全
国
12
市
町
村
が
参
加
し
た
。

　

ま
た
真
田
幸
村
が
大
坂
の
陣
の
折
に
大
活
躍
し

た
縁
で
、
上
田
市
と
大
阪
市
は
平
成
18
年
、「
上
田

城
と
大
阪
城
と
の
友
好
城
郭
の
交
流
提
携
」を
結

び
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
幸
村

の
兄
・
信
之
が
城
主
を
務
め
た
沼
田
城
が
か
つ
て

あ
っ
た
群
馬
県
沼
田
市
と
上
田
市
は
、
上
田
市
か
ら

群
馬
県
吾
妻
郡
・
利
根
郡
を
経
て
沼
田
市
へ
と
つ
な

が
る
街
道
沿
い
の
自
治
体
が
昨
年
か
ら
連
携
を
開

始
し
た「
真
田
街
道
推
進
機
構
」を
通
じ
、
今
後
、
広

域
観
光
や
市
民
の
文
化
交
流
な
ど
の
企
画
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

そ
し
て
今
、上
田
市
を
は
じ
め
と
す
る「
真
田
三
代
」

に
ゆ
か
り
の
全
国
の
都
市
が
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
る
の
が
、
上
田
市

民
有
志
で
つ
く
る

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ  

日ひ
の
も
と本
一い
ち

のの

兵つ
わ
も
の　

真
田

幸
村
公　

放
映
の
実

現
を
願
う
会
」（
平
成

21
年
〜
）の
活
動
で

あ
る
。

　
「
真
田
幸
村
公
放

映
の
実
現
を
願
う
会

は
、
幸
村
公
の
大
坂

城
入
城
４
０
０
周
年

と
な
る
平
成
26
年
ま

で
に
、
幸
村
公
を
主

役
と
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
放
映
の
実
現
を
目
指
す
団
体
で
、
真
田
家

の
家
紋
で
あ
る
六
文
銭
に
ち
な
ん
だ
66
万
６
６
６
６

人
の
署
名
を
集
め
る
べ
く
運
動
し
て
い
ま
す
。
私
が

上
田
市
民
の
代
表
と
し
て
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
署
名
は
１
年
９
カ
月
程
度
で

60
万
人
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
集
ま
り
、
今
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」（
母
袋
市
長
）

　

大
坂
夏
の
陣
で
自
ら
が
率
い
る「
真
田
の
赤
備
え

（
武
具
を
赤
で
統
一
し
た
部
隊
）」が
大
活
躍
し
た
こ

と
に
よ
り
、「
日
本
一
の
兵
」と
敵
味
方
か
ら
称
賛
さ

れ
た
真
田
幸
村
。
そ
の
幸
村
が
主
人
公
の
大
河
ド
ラ

マ
が
実
現
す
れ
ば
、
武
田
信
玄
・
織
田
信
長
・
豊
臣

秀
吉
・
徳
川
家
康
な
ど
の
名
高
い
戦
国
大
名
と
絡
み

な
が
ら
大
活
躍
し
た
真
田
三
代
が
真
田
十
勇
士
も
含

め
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
は
確
実

だ
。
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た「
ゆ
か
り
の
自
治

体
」の
多
く
が
、
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
る
可
能
性
が

高
い
。
期
待
が
高
ま
る
の
も
当
然
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
60
万
人
分
の
署
名
は
、
上
田
市
民
や
周
辺

市
町
村
の
市
民
、
上
田
市
を
訪
れ
た
観
光
客
や
全
都
道

府
県
に
わ
た
る
真
田
フ
ァ
ン
か
ら
の
直
接
署
名
に
加
え
、

世
界
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
ゆ
か
り
の
自
治
体
」か
ら
の
協
力
も
含
め
、
真
田
三
代

と
い
う
上
田
市
の「
宝
」が
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
形
成
さ

れ
た
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
、
ま
さ
に
ど
真
ん
中
に
上

田
市
が
い
る
と
い
う
形
が
自
然
に
連
想
さ
れ
て
く
る
。

市
民
が
集
い
文
化
芸
術
の
薫
る

新
市
街
地
の
形
成

　

市
政
ル
ポ
の
取
材
を
通
し
て
こ
こ
数
年
、
各
地
域

に
お
け
る「
元
気
な
中
核
的
都
市
」の
共
通
点
と
し
て

強
く
感
じ
る
の
は
、
流
通
大
手
や
飲
食
チ
ェ
ー
ン
の

集
中
的
な
進
出
の
構
図
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
さ

ま
ざ
ま
な「
商
業
的
判
断
」が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い

る
は
ず
だ
が
、
一
つ
だ
け
明
確
に
言
え
る
の
は
、
現

代
の
流
通
大
手
や
飲
食
チ
ェ
ー
ン
は
他
地
区
へ
の
進

出
に
当
た
っ
て
非
常
に
厳
密
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

敢
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

か
つ
て
の
よ
う
に
、
単
に
人
出
の
多
そ
う
な
と
こ

ろ
へ
進
出
す
る
の
で
は
な
い
。
国
の
中
長
期
的
な
地

方
政
策
に
お
け
る
当
該
都
市
の
エ
リ
ア
内
で
の
位
置

付
け
、
当
該
都
市
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
的
資
質（
将
来
性
）

の
有
無
、
市
民
の
生
活
水
準
の
推
移
、
地
価
の
推
移
、

エ
リ
ア
内
に
お
け
る
当
該
都
市
の
多
角
的
な
存
在
感

（
周
辺
都
市
か
ら
の
通
勤
先
に
な
っ
て
い
る
比
率
や
、

周
辺
都
市
も
含
め
た
休
日
の
人
流
な
ど
）の
比
較
な

ど
、
実
に
多
角
的
に
検
討
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
要
件
は
ま
さ
に
、
前
述
し
た
定
住
自
立

圏
構
想
に
お
け
る「
中
心
市
」に
求
め
ら
れ
て
い
る
各

種
要
件
と
、
い
ろ
い
ろ
な
部
分
で
重
な
っ
て
い
る
。

　

上
田
市
の
中
心
市
街
地
に
つ
な
が
る
上
田
駅「
お

赤備えの戦国絵巻が展開する上田真田まつり

上田駅前で観光客を迎える真田幸村公銅像
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城
口
」（
上
田
城
側
）駅
前
は
平
成
15
年
末
、
構
想
発

表
以
来
約
20
年
間
の
期
間
を
経
て
第
二
種
市
街
地
再

開
発
事
業
が
竣
工
。
長
野
新
幹
線
も
停
車
す
る
上
田

駅
と
旧
来
か
ら
の
中
心
市
街
地
は
、
４
棟
の
新
築
ビ

ル（
商
業
・
業
務
・
公
益
施
設
、
ホ
テ
ル
、
駐
車
場

な
ど
）と
新
し
い
駅
前
広
場
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る

近
代
的
街
並
み
が
連
続
す
る
こ
と
で
、
面
的
に
つ
な

が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は「
広
域
圏
・
上
田
地
域
の
玄
関
口
と
し
て

の
顔
づ
く
り
」（
母
袋
市
長
）事
業
と
し
て
も
実
施
さ

れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
例
え

ば
流
通
大
手
や
飲
食
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
民
間
業
者
か

ら
見
た
、
広
域
圏
の
中
心
と
し
て
の
上
田
市
の
商
業

的
価
値
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
上
田
駅
の「
温
泉
口
」（
千
曲
川
・
別
所
温

泉
方
面
側
）で
は
、
旧
Ｊ
Ｔ
工
場
跡
地
を
活
用
し
て
、

商
業
地
区（
流
通
大
手
な
ど
）、
公
共
地
区（
大
小
ホ
ー

ル
や
美
術
館
と
緑
地
広
場
な

ど
の
交
流
・
文
化
施
設
、
上

田
警
察
署
）、
住
宅
地
区
、
公

園
な
ど
か
ら
な
る
新
市
街
地

建
設
の
た
め
の
土
地
区
画
整

理
事
業（
Ｊ
Ｔ
開
発
地
整
備
計

画
約
20 

ha
）が
実
施
さ
れ
た
。

　

取
材
時
に
は
流
通
大
手
に

よ
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
既
に
オ
ー
プ
ン
し
、
住

宅
街
が
半
ば
ま
で
完
成
し
て

い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
Ｊ
Ｔ
開
発
地
整
備
計

画
の
中
核
は
何
と
い
っ
て
も
こ
れ
か
ら

建
設
が
本
格
化
す
る
、
延
べ
床
面
積
約

１
万
７
０
０
０
㎡
の
交
流
・
文
化
施
設
、

約
１
万
７
０
０
０
㎡
の
緑
地
広
場
、
約

４
０
０
台
収
容
の
駐
車
場
な
ど
か
ら
な

る
交
流
・
文
化
ゾ
ー
ン
の
存
在
だ
ろ
う
。

　

と
り
わ
け
音
楽
・
演
劇
な
ど
の
本
格

的
公
演
や
大
規
模
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
も

可
能
な
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
は
基
本

１
５
３
０
席
・
最
大
１
６
５
０
人
収
容
、

小
ホ
ー
ル
は
3
2
0
席
）や
、
地
域
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
育
む「
子
ど
も
ア

ト
リ
エ
」の
設
置
な
ど
で
特
徴
を
持
た
せ
た
美
術
館

な
ど
が
一
体
化
し
た
交
流
・
文
化
施
設（
名
称
は
未
定
）

は
、
上
田
地
域
の
文
化
・
芸
術
施
設
の
拠
点
で
あ
る

と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
と
活
力
を
生
み
出
す
１
つ

の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
ご
承
知
の
よ
う
に
文
化
・
芸
術
と
い
う
の
は
、
そ

れ
に
接
す
る
人
々
の
感
性
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
生
き

る
上
で
の
支
え
に
も
な
る
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
市
民

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
地
域
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
生
活
が
生
き
生

き
と
し
た
も
の
に
な
り
、
交
流
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

な
ど
で
、
経
済
活
動
な
ど
も
含
め
た
地
域
の
構
成
要
素

全
般
が
動
き
始
め
る
か
ら
で
す
」（
母
袋
市
長
）

　

駅
に
隣
接
し
た
地
区
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
大
き

な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
交
流
・
文
化
施
設
、
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
、
新
し
い
住
宅
街
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
Ｊ
Ｔ
開
発
地
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並
行

し
て
、
開
発
地
と
新
幹
線
を
挟
ん
で
反
対
側
の
上
田

城
跡
公
園
と
を
結
ぶ
道
路
の
新
設
工
事
も
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｔ
開
発
地
の
敷
地
の
端
は
千
曲

川
に
面
し
て
お
り
、
新
設
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、
上

田
市
の
２
つ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
上
田
城
か
ら
千
曲

川
に
ま
で
至
る
新
旧
の
中
心
市
街
地
を
併
せ
た
、
非

常
に
広
大
か
つ
景
観
的
に
も
機
能
的
に
も
メ
リ
ハ
リ

の
利
い
た
中
心
市
街
地
が
現
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
上
田
駅
を
起
終
点
と
す
る
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
・

別
所
線
は
千
曲
川
を
渡
っ
て
、
上
田
市
の
も
う
１
つ

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
真
田
三
代
も
愛
し
た
別
所
温

泉
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
上
田
駅
を
挟
ん
だ
広
大

な
中
心
市
街
地
が
完
成
す
れ
ば
、
別
所
温
泉
の
奥
座

敷
的
な
存
在
感
が
よ
り
高
ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
別
所
温
泉
の
先
を
南
進
す
れ
ば
、
松
本
市

と
接
す
る
美
ヶ
原
高
原
に
至
る
。
逆
に
上
田
城
跡
公

園
か
ら
北
進
し
て
行
け
ば
、
長
野
市
や
須
坂
市
、
群

馬
県
と
接
す
る
菅
平
高
原
に
つ
な
が
る
。
こ
こ
で
改

め
て
上
田
市
の
地
図
を
見
て
み
る
と
、
菅
平
高
原
を

北
端
と
す
る
北
側（
上
田
城
跡
側
）の
市
域
も
美
ヶ

上田城千本桜まつりでにぎわう上田城跡公園

交流・文化施設鳥瞰図（合成）

世界的照明デザイナー・石井幹子氏プロデュースによる
上田城＆夜桜ライトアップ
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原
高
原
を
南
端
と
す
る
南
側（
別
所
温
泉
側
）の
市

域
も
、
全
体
的
に
多
く
の
史
跡
や
温
泉
が
満
遍
な
く

配
置
さ
れ
て
い
る
。
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
に
参
加

し
た
東
御
市
を
は
じ
め
と
す
る
各
自
治
体
が
、
上
田

市
の
東
西
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
位
置
し
て
い
る
の
も

分
か
る
。

　

長
野
新
幹
線
や
し
な
の
鉄
道（
旧
信
越
本
線
）、
さ

ら
に
千
曲
川
は
そ
の
上
田
市
域
の
ほ
ぼ
真
ん
中
を
貫

い
て
い
る
形
だ
が
、
上
田
城
跡
公
園
か
ら
千
曲
川
に

至
る
エ
リ
ア
は
市
域
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
。
つ
ま
り

駅
を
挟
ん
で
現
出
す
る
広
大
な
中
心
市
街
地
の
位
置

取
り
は
、
上
田
市
の
ど
真
ん
中
で
あ
る
と
同
時
に
、

上
田
地
域
お
よ
び
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
に
お
い
て

も
ど
真
ん
中
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
巧
ま
ず
し
て

絶
妙
な
位
置
取
り
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

智
将
・
真
田
幸
村
の
魅
力
に

急
増
す
る
女
性
観
光
客

　

と
こ
ろ
で
先
に
触
れ
た
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
・
別
所
線

は
、
風
光
明め

い

媚び

を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
信
州
の
山
里

の
風
景
の
中
を
、
別
所
温
泉
ま
で
の
ん
び
り
走
る
た

め
観
光
客
に
非
常
に
人
気
の
高
い
路
線
で
あ
る
。
し

か
し
、
車
社
会
の
進
展
な
ど
も
あ
っ
て
、
や
は
り
ど

う
し
て
も
乗
降
客
数
に
限
り
が
あ
る
。
お
ま
け
に
平

成
12
年
・
13
年
に
発
生
し
た
京
福
電
鉄
越
前
本
線（
現
・

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
）の
列
車
衝
突
事
故
を
契
機
に
行
わ
れ

た
国
の
安
全
性
緊
急
評
価
事
業
の
結
果
、
改
善
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
多
額
の
設
備

投
資
が
必
要
と
な
り
、
存
続
の
危
機
に
揺
れ
た
。

　

こ
の
危
機
に
際
し
て
上
田
市
は
平
成
16
年
度
以

降
、
公
的
支
援
を
継
続
実
施
し
て
い
る
。
同
時
に
関

係
25
団
体
が
結
成
し
た
再
生
支
援
協
議
会
に
よ
る

再
生
支
援
計
画
も
実
施
さ
れ
、「
乗
っ
て
残
そ
う
！

　

別
所
線
」を
合
言
葉
に
、
存
続
を
願
う
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
現
在
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。

　
「
営
利
事
業
と
し
て
見
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
別
所
線
は
大
正
10
年
か

ら
観
光
客
を
別
所
温
泉
に
運
び
続
け
て

き
て
お
り
、
観
光
を
主
要
産
業
の
一
つ

と
す
る
上
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
存
続
に

向
け
て
、
今
後
も
で
き
る
限
り
の
支
援

を
実
施
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」（
母
袋

市
長
）

　

別
所
線
再
生
支
援
協
議
会
の
別
所
線
存

続
支
援
活
動
や
利
用
促
進
へ
の
取
り
組
み

は
国
土
交
通
省「
平
成
20
年
交
通
関
係
環

境
保
全
優
良
事
業
者
等
大
臣
表
彰
」を
受

賞
。
関
係
各
位
の
存
続
支
援
へ
の
思
い
の
強
さ
が
し

の
ば
れ
る
。

　

別
所
線
は
ま
た
、
実
写
映
画
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ニ

メ
映
画（
平
成
21
年
公
開
の
映
画『
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
』）に
お
い
て
も
人
気
の
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
の
再
生
支
援
が
注
目
さ
れ
る
。

　

別
所
線
だ
け
で
は
な
い
。
鎌
倉
時
代
か
ら
近
・
現

代
に
至
る
ま
で
の
数
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
が
現
存

し
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た
山
間
都

市
と
し
て
特
徴
的
な
風
光
を
持
つ
上
田
市
は
、
こ
れ

ま
で
数
多
く
の
監
督
に
よ
る
映
画
作
品
、
テ
レ
ビ
作

品
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
て
き
た
。

　

今
年
で
設
立
10
周
年
を
迎
え
る
信
州
上
田
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
協
力
し
て
い
る
作
品
数
は
、
映

画
だ
け
で
１
０
０
作
品
近
く
、
テ
レ
ビ
・
写
真
集
も

加
え
れ
ば
相
当
数
に
上
り
、
巨
匠
と
呼
ば
れ
た
映
画

監
督
の
多
く
が
、
上
田
市
で
撮
影
し
て
い
る
。
今
年

９
月
末
に
は
国
内
約
80
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
上
田
市
に
集
結
し
、
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
全
国
総
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
日
本
を
代

表
す
る
ロ
ケ
地
の
一
つ
で
の
開
催
と
あ
っ
て
、映
画
・

ド
ラ
マ
好
き
が
多
く
集
ま
る
総
会
は
盛
況
を
極
め
た

と
い
う
。

　

11
月
に
は『
第
15
回
う
え
だ
城
下
町
映
画
祭
』が
開

催
さ
れ
た
。
映
画
祭
の
15
周
年
、
信
州
上
田
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
10
周
年
、
上
田
市
の
合
併
５
周

年
が
重
な
っ
た
今
回
の
映
画
祭
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
・

山
田
洋
次
監
督
は
、
監
督
生
活
50
周
年
。
祝
福
ム
ー

ド
い
っ
ぱ
い
の
記
念
映
画
祭
と
な
っ
た
。

　
「
映
画
や
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
地
に
な
る
と
、
ロ
ケ
地

大正浪漫風のいでたちで観光客
を迎える別所温泉駅の駅長さん

開湯1200年の歴史を誇る
別所温泉

存続のための公的支援が続く別所線（千曲川）

上田市　市 政 ル ポ

（長野県）
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を
訪
ね
る
人
が
増
え
ま
す
。
歴
史
的
な
素
材
の
作
品

で
あ
れ
ば
、
周
辺
の
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を
訪
ね
る
観

光
客
も
増
え
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
も
非

常
に
人
気
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
が
、
従
来
は
比
較
的
、
中
高
年
の
お
客
さ
ま

が
多
か
っ
た
の
も
事
実
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
最

近
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
少
な
か
っ
た
若
い
女
性
の
観

光
客
が
非
常
に
増
え
て
い
る
の
で
す
」（
母
袋
市
長
）

　

平
成
18
年
度
に
約
４
０
０
万
人
だ
っ
た
上
田
市
の

観
光
客
数
は
、
平
成
22
年
度
に
約
４
８
０
万
人
に
伸

び
て
い
る
。
し
か
し
、
主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
入

込
数
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
面
白
い
事
実
に
気

付
く
。
平
成
18
年
度
に
約
74
万
人
だ
っ
た
上
田
城
跡

へ
の
観
光
客
数
が
、
平
成
22
年
度
に
は
倍
以
上
の
約

１
５
６
万
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

実
は
そ
の
間
、
別
所
温
泉
や
菅
平
高
原
、
美
ヶ
原

高
原
な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は

そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
。
上
田
城
跡
へ
の
観
光
客

数
の
伸
び
だ
け
が
顕
著
な
の
だ
。
そ
の
根
幹
を
な
す

の
が
母
袋
市
長
の
言
葉
に
も
あ
っ
た「
若
い
女
性
観

光
客
・
歴
女
族
の
急
増
現
象
」で
あ
る
。

　
「
平
成
17
年
に
発
売
開
始
さ
れ
、
以
後
、
爆
発
的

に
売
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム（
い
わ
ゆ
る
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
）の
ソ
フ
ト
に『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』シ

リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
戦
国
時
代
の
武
将

た
ち
が
ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
大
勢
出
て
き

ま
す
が
、
中
で
も
真
田
幸
村
公
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
若
い
女
性
に
大
人
気
と
な
り
、
上
田
城
跡
を
訪
ね

る
若
い
女
性
観
光
客
が
急
増
し
た
の
で
す
」（
母
袋

市
長
）

　

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』は
や
が
て

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ
と
な
り
、
平
成
21
年
・
22

年
に
12
話
ず
つ
放
映
さ
れ
た
。
平
成
18
年
度
か
ら
19

年
度
に
か
け
て
約
20
万
人
増
え
た
上
田
城
跡
へ
の
観

光
客
数
は
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
版『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ａ
』シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
っ
た
平
成
21
年
度
に
至
っ
て
、

前
年
度
比
80
万
人
増
を
記
録
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
以

後
も
着
々
と
増
え
、
今
や
上
田
城
跡
は
市
内
第
１
位

の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
。

　
『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』で
使
わ
れ
た
真
田
幸
村
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ち
な
ん
だ
お
土
産
グ
ッ
ズ
も
大
人

気
だ
。
平
成
22
年
８
月
か
ら
12
月
ま
で
は
、
別
所
線

の
車
両
に
真
田
幸
村
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
真
田
幸
村
号
』が
運

行
さ
れ
、
や
は
り
大
人
気
を
博
し
た
。

　
「
若
い
女
性
観
光
客
が
増
え
れ
ば
、
必
然
的
に
そ

の
他
の
観
光
客
も
増
え
ま
す
。
そ
の
た
め
全
国
の
観

光
地
は
、
女
性
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
知
恵
を
懸
命

に
振
り
絞
っ
て

い
ま
す
。
上
田

市
も
そ
の
例
外

で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

ゲ
ー
ム
や
ア
ニ

メ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
要
因
と

な
っ
て
、
上
田

市
最
大
の
歴
史

的
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
上
田
城
跡

へ
の
若
い
女
性
観
光
客
の
訪
問
が
急
増
す
る
な
ど
、

ま
っ
た
く
予
測
も
付
か
な
い
こ
と
で
し
た
」（
母
袋
市

長
）

　

観
光
客
誘
致
を
成
功
さ
せ
る
最
大
の
要
因
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
そ
の
土
地
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
意
味

の
魅
力
で
あ
る
。
上
田
市
の
こ
の
事
例
は
歴
史
的
遺

産
で
あ
る
上
田
城
跡
に
、
若
い
女
性
の
心
を
と
ら
え

る
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う

ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
伴
っ
て
展
開
し
た
こ
と
で
、
女
性

フ
ァ
ン
に
は「
ま
っ
た
く
新
し
い
魅
力
」と
認
知
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
。

　

そ
の
上
に
前
述
し
た
真
田
幸
村
の
生
涯
の
大
河

ド
ラ
マ
化
や
、
真
田
三
代
に
ゆ
か
り
の
各
地
と
の

連
携
に
よ
る
広
域
観
光
な
ど
の
企
画
が
う
ま
く
回

転
す
れ
ば
、
若
い
女
性
に
よ
っ
て
思
い
が
け
ず
認

知
さ
れ
た
観
光
地
と
し
て
の
上
田
市
の「
新
し
い
魅

力
」は
、
さ
ら
に
盤
石
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
に
違

い
な
い
。

外国人との「多文化共生」も上田市の顔の一つ（ブラジル田舎まつり）

市民の熱心な保存運動でロケ地としても人気の柳町

映画「たそがれ清兵衛」（山田洋次監督）のロケ風景（矢出沢川）
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上田市　市 政 ル ポ

（長野県）

周
産
期
医
療
の
確
立
が
も
た
ら
す

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

　

上
田
市
の
行
財
政
改
革
は
平
成
14
年
度
の
大
綱
の

策
定
で
本
格
化
し
た
。
そ
の
後
、
三
位
一
体
改
革
な

ど
の
影
響
で
紆う

余よ

曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
人
事
制

度
を
は
じ
め
と
す
る
市
政
運
営
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
協
働
の
仕
組

み
づ
く
り
や
職
員
の
意
識
改
革
、
地
域
協
議
会
の
役

割
の
増
大
化
、
民
間
活
力
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
の

諸
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
目
標
を
着
々
と
達
成

し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
広
域
圏
の
中
核

的
都
市
と
し
て
の
存
在
感
の
拡
充
化
や
、
主
要
産
業

で
あ
る
観
光
振
興
を
軸
に
し
た
地
理
的
要
件
に
こ
だ

わ
ら
な
い
都
市
間
連
携
へ
の
努
力
、
上
田
市
の
魅
力

を
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め
の
各
種
Ｐ
Ｒ
作
戦
は
全

体
に
奏
功
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
上

田
市
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
へ
と
効
果
的
に
つ
な
が

り
つ
つ
あ
る
の
は
、
そ
の
背
景
に
合

理
的
、
か
つ
地
域
の
活
力
を
損
な
わ

な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
行
財
政
改

革
の
実
施
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
だ

ろ
う
。

　
「
今
後
は
さ
ら
に
市
民
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
要
件
を

整
え
、
そ
れ
を
市
民
生
活
の
新
た
な

魅
力
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
近
年
続
い
た
豪
雨
被
害
や

地
震
へ
の
備
え
な
ど
の
防
災
体
制

の
拡
充
化
と
と
も
に
、
そ
の
最
重
要

施
策
と
考
え
て
い
る
の
が
、
上
田
市

産
院
の
移
転
新
築
に
よ
る
周
産
期
医
療
体
制
の
確
立

事
業
で
す
」（
母
袋
市
長
）

　

上
田
市
産
院
が
存
続
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
の
は

平
成
17
年
。
産
科
の
医
師
不
足
に
加
え
て
、
新
研
修

医
制
度
の
開
始
な
ど
に
よ
る
、
信
州
大
学
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
た
医
師
の
引
き
揚
げ
が
発
端
と
な
っ
た
。

以
後
、
い
っ
た
ん
は
廃
院
も
止
む
な
し
と
検

討
し
た
母
袋
市
長
だ
っ
た
が
、
存
続
を
願
う

市
民
グ
ル
ー
プ
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
、
産
院

の
存
続
を
決
意
。
母
袋
市
長
が
先
頭
に
立
っ

て
全
国
に
医
師
を
求
め
、
情
報
と
熱
意
で
一

人
ず
つ
訪
ね
歩
く
地
道
な
努
力
を
重
ね
た
結

果
、
医
師
確
保
に
つ
な
が
り
、
体
制
確
立
の

目
途
が
付
い
た
。
そ
し
て
今
、
来
年
４
月
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
新
産
院
の
建
設
工
事

が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　

こ
の
話
題
に
つ
い
て
語
る
母
袋
市
長
の
顔

は
実
に
晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
る
。

周
産
期
医
療
体
制
の
確
立
は
、
地

域
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
土
台

で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
も
当
然

だ
ろ
う
。
ま
た
上
田
市
へ
の
赴
任

を
最
初
に
決
意
し
て
く
れ
た
医
師

た
ち
の「
決
意
の
決
め
手
」が
、
実

は
上
田
市
の
持
つ
豊
か
な
自
然
や

歴
史
、
暮
ら
し
や
す
さ（
労
働
環

境
、
子
育
て
支
援
な
ど
）、
将
来
性

を
含
め
、
理
想
の
地
域
医
療
実
践

の
場
と
し
て
の
総
合
的
な「
魅
力
」

に
あ
っ
た
と
い
う
話
も
漏
れ
聞

く
。
単
な
る
都
市
の
規
模
で
は
な
く
そ
の「
質
的
な

魅
力
」が
、
医
療
体
制
構
築
に
不
可
欠
な
医
師
の
心

を
捉
え
る
要
因
に
な
る
と
い
う
事
実
は
、
他
の
都
市

の
関
係
者
に
と
っ
て
も
非
常
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
話

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

冒
頭
に
述
べ
た
定
住
自
立
圏
の
形
成
も
、
そ
の
根

底
に
地
域
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
安
全
・
安
心
な
環
境
が
な
け
れ
ば

お
ぼ
つ
か
な
い
。
地
域
の
新
旧
の
魅
力
を
常
に
感
じ

な
が
ら
、
市
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
。
さ
ら
に
広
域
圏
の
連
携
な
ど
に
よ
っ

て
、
外
へ
発
展
す
る
芽
も
着
実
に
紡
ぎ
つ
つ
あ
る
ま

ち 

─
─ 

。
ど
こ
も
か
し
こ
も「
ロ
ケ
地
だ
ら
け
」の

感
が
あ
る
美
し
い
ま
ち
上
田
市
内
を
あ
ち
こ
ち
歩
い

て
い
る
最
中
、
そ
の
よ
う
な
感
想
が
し
き
り
と
湧
い

て
き
た
。

（
取
材
・
文　

遠
藤 

隆
）

市民の健康管理や子育て支援にフル稼働する「ひとまち
げんき・健康プラザうえだ」

幸村公のファンが集結する真田幸村ロマンウォーク（10月）
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お堀に電車が通った
～二の丸橋の下にプラットホームが～

  秋に見事な紅葉で私たちを楽しませてくれる上田城跡のケヤキ並木。ここは元々二の丸の
堀だったところで、昭和２年に真田方面
行きの電車の線路（上田温泉電軌㈱北東
線）が敷設されました。二の丸橋が現在
のコンクリート橋になったのもこの時で
す。
　二の丸橋のすぐ下には、公会堂下駅（昭
和23年に公園前駅と改称）があり、現在
でもプラットホームが残っています。無
人駅だったものの、花見の時期やイベン
トの際には乗降客が多かったようです。
電車は昭和47年に廃止となり、昭和56年
にケヤキ並木遊歩道が完成しました。 堀の中を走る電車

シ
リ
ー
ズ

上
田
城
の
歴
史
Vol.3

城
跡
公
園
の
発
展

　

天
正
11
年（
１
５
８
３
）に
真
田
昌

幸
が
築
城
を
始
め
た
上
田
城
は
、
同

13
年
９
月
頃
に
は
城
の
形
が
ほ
ぼ
完

成
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

関
ヶ
原
の
合
戦
の
後
、
徳
川
幕
府
は

上
田
城
を
跡
形
も
な
く
破
壊
し
、
昌

幸
・
幸
村
親
子
を
高
野
山（
和
歌
山

県
）に
追
放
し
ま
し
た
。
昌
幸
の
後
、

城
を
引
き
継
い
だ
長
男
・
信
之
は
、

城
を
修
復
せ
ず
、
現
在
の
上
田
高
校

や
清
明
小
学
校
の
敷
地
に
屋
敷
を
建

て
て
藩
政
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
の
城
主
・
仙
石
忠
政
は
破
壊
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
上
田
城
の

修
復
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
現
在

で
も
西
櫓
や
石
垣
の
一
部
は
、
ほ
ぼ

忠
政
が
修
復
し
た
当
時
の
姿
で
残
っ

て
い
ま
す
。
本
丸
に
七
つ
の
櫓
と
二

つ
の
櫓
門
を
造
っ
た
忠
政
が
病
死

し
、
二
の
丸
の
櫓
や
門
な
ど
は
造
ら

れ
な
い
ま
ま
と
な
り
、
天
守
閣
も
建

て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
古
文
書
な

ど
か
ら
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
真
田
昌
幸
の
上
田
城
に
天

守
閣
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
残

念
で
す
が
、
確
た
る
証
拠
が
無
く
、

現
状
で
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
た

だ
、
昌
幸
の
城
が
豪ご
う

華か

絢け
ん

爛ら
ん

だ
っ
た

こ
と
を
示
す
証
拠
と
し
て
、
昭
和
２

年
に
市
営
野
球
場
の
工
事
の
際
に
、

天
守
閣
は

　

あ
っ
た
の
か

上田城の謎

公
園
に
ク
マ
や
シ
カ
が
い
た

〜
動
物
園
の
人
気
者「
六
ち
ゃ
ん
」〜

　

城
跡
が
公
園
と
な
り
、
動
物
園
が
設
け
ら
れ
た
例
は
全
国
的
に
も
多
く

見
ら
れ
、身
近
な
と
こ
ろ
で
は
小
諸
懐
古
園
の
動
物
園
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

小
田
原
城
跡
で
も
、
つ
い
最
近
ま
で
天
守
閣
の
下
で
ゾ
ウ
が
飼
育
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
動
物
園
は
、
城
跡
が
憩
い
の
場
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
大
き

な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
例
に
洩も

れ
ず
、
上
田
城
跡
に
も
戦
前
に
、
動
物
園
が
造
ら

れ
ま
し
た
。
二
の
丸
の
児
童
遊
園
地（
現
在
の
博
物
館
周
辺
）の
中
に
動

物
園
が
復
活
し
た
の
は
昭
和
25
年
の
こ
と
。
翌
26
年
に
は
東
京
か
ら
ハ
ッ

ピ
ー
と
メ
リ
ー
と
い
う
２
頭
の
シ
カ
が
入
園
し
、
た
ち
ま
ち
人
気
者
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
33
年
に
は
、
青
木
村
で
保
護
さ
れ
た
子
グ
マ
が

入
園
。
保
護
し
た
猟
師
が
６
人
組
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
六
ち
ゃ
ん
」と
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
人
気
者
だ
っ
た
六
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を

覚
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
に
も
小
鳥
や
ウ

サ
ギ
な
ど
の
小
動
物
が

飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
37
年
に
山
本

鼎
記
念
館
、
同
40
年
に

は
市
立
博
物
館
が
建
設

さ
れ
、
動
物
た
ち
は
現

在
の
場
所
に
移
さ
れ
ま

し
た
。

　

上
田
城
跡
は
史
跡
で

あ
る
た
め
、
動
物
園
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の

と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
市
民

に
親
し
ま
れ
る
施
設
と

し
て
、
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

昭和40年の市立博物館の起工式。

シカの柵と奥にはクマの檻
おり

が見える。
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昌
幸
の
時
代
の
瓦
と
思
わ
れ
る
、
金

箔ぱ
く

を
表
面
に
貼
っ
た
瓦
３
点
が
城
跡

か
ら
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

発
掘
調
査
な
ど
で
金
箔
瓦
が
数
点
発

見
さ
れ
て
お
り
、
豪
華
な
鯱し
ゃ
ち

瓦
な
ど

を
屋
根
に
載
せ
た
建
物
が
あ
っ
た
の

は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

金
箔
瓦
は
安
土
桃
山
時
代
に
特
有

の
瓦
で
、
安
土
城
や
大
坂
城
な
ど
、

織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
の
城
に
見
ら

れ
、
地
方
の
城
で
は
あ
ま
り
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ほ
ど
の
豪
華
な
瓦

が
屋
根
に
載
っ
て
い
た
建
物
は
、
上

田
城
を
代
表
す
る
も
の
だ
っ
た
は
ず

で
す
。
真
田
昌
幸
が
上
田
城
を
造
っ

た
の
と
同
じ
頃
に
建
て
ら
れ
た
、
松

本
城
や
諏
訪
高
島
城
な
ど
に
は
立
派

な
天
守
閣
が
あ
り
、
上
田
城
に
だ
け

無
か
っ
た
と
考
え
る
の
は
無
理
が
あ

り
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を

天
守
閣
が
あ
っ
た
証
拠
だ
と
断
定
す

る
に
は
絵
図
面
や
古
文
書
な
ど
の
史

料
が
少
な
く
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
昌
幸
の
頃
の
上
田
城
の

解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
調
査
研

究
が
必
要
で
す
。

発見された
金箔瓦の破片

戻
っ
て
き
た
２
棟
の
櫓

〜
市
民
の
熱
意
に

　
　
　
　

東
京
へ
の
移
築
を
断
念
〜

　

上
田
城
跡
に
あ
る
三
つ
の
櫓や
ぐ
ら

の
う
ち
、
櫓
門
の
両
側
に

あ
る
北
櫓
・
南
櫓
は
、
払
下
げ
に
よ
り
明
治
11
年
に
上
田

遊ゆ
う

廓か
く

に
移
築
さ
れ
、
貸
座
敷
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
貸
座
敷
は
昭
和
５
年
頃
に
は
廃
業
し
、
櫓
は
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
16
年
に
２
棟
の
櫓
が

東
京
の
料
亭
に
売
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
新

聞
で
報
道
さ
れ
る
と
、
市
民
か
ら「
櫓
が
東
京
に
移
さ
れ
る

の
は
寂
し
い
。
何
と
し
て
も
買
い
戻
し
て
城
跡
に
復
元
を
」

と
い
う
声
が
上
が
り
、「
上
田
城
址
保
存
会
」が
結
成
さ
れ
、

買
い
戻
す
た
め
の
寄
付
金
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
翌
年
に

は
櫓
を
買
い
取
り
、
文
部
省
の
指
導
を
得
な
が
ら
設
計
な

ど
の
準
備
を
進
め
、
昭
和
19
年
３
月
に
上
棟
式
を
行
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
悪
化
に
よ

り
工
事
が
中
断
、
終
戦
後
の
昭
和
23
年
に
工
事
は
再
開

さ
れ
、
翌
24
年
に
復
元
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
う

し
て
約
70
年
以
上
の
年
月
を
経
て
２
棟
の
櫓
は
城
内
に

戻
り
ま
し
た
。
櫓
は
、
丸
太
だ
っ
た
大
黒
柱
が
遊
廓
移

築
の
と
き
に
、
四
角
い
柱
に
加
工
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

し
た
が
、
復
元
の
際
に
元
々
の
材
料
を
出
来
る
だ
け
利

用
し
、
忠
実
に
復
元
し
よ
う
と
苦
労
し
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。
南
櫓
・
北
櫓
は
、徴ち
ょ
う

古こ

館か
ん（
博
物
館
）と
な
っ

て
い
た
西
櫓
と
と
も
に
、
昭
和
28
年
か
ら「
上
田
市
立

博
物
館
」と
し
て
、
昭
和
40
年
に
現
在
の
博
物
館
が
開

館
す
る
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

櫓
門
と
と
も
に
上
田
城
跡
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
る
二
つ
の
櫓
。
そ
の
数
奇
な

歴
史
は
、
全
国
で
も
二
つ
と
な
い
逸
話
と

な
っ
て
い
ま
す
。

上田城の古い写真や絵図を探しています
上田城に関する写真や絵図について、皆さんからの情報の提供をお願いしたところ、幾つかの情報が寄せられました。
市では引き続き上田城の櫓復元という夢に向けて、調査研究に必要な情報をお待ちしています。

特に提供いただきたい情報
・櫓が写っている古い写真（明治初期）　　・櫓の高さが書き込まれた絵図　　・櫓の立面図
・上田城跡内で撮影した写真（明治末期まで）　　・櫓など建物の移転先についての情報

　 文化振興課　TEL23・6361

南櫓・北櫓復元時の設計図

昭和24年の復元竣工式の写真

Vol.3

※戦国時代の「大阪城」は「坂」の字を使います。
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情報
　地域文化の振興に知恵と力添えをいただける個性豊かな３人の講師を迎え、絆をテーマに市内文化団体が
力を合わせて開催します。申込不要、入場無料です。

第11回うえだ子ども文化祭
子どもたちの輝く姿

日　時  ２月18日㈯午後１時～４時（展示のみ）
 　　19日㈰午後１時～４時予定（０時30分開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール（舞台）、ホワイエ（展示）
入場料  無料
　上田市文化少年団事務局（  文化振興課内）　TEL23・6361

2012シリーズ文化講演会
絆をテーマに開催

増岡弘さん

米長邦雄さん

宮川泰夫さん

　上田市文化少年団に加盟する11団体から、約600名が参加・出品
します。子どもたちが舞台上で、また展示の場で輝く姿をぜひご覧
ください。

第１回　“自然派”陽だまり人生のススメ
日　時  ２月18日㈯午後１時30分～３時15分（１時開場）
場　所  真田中央公民館ホール
講　師  増

ます

岡
おか

弘
ひろし

氏（俳優・声優）
略　歴  1936年、埼玉県生まれ。文化学院美術科卒業。舞台美術関係の仕事から役者に

転向後、劇団表現座設立、俳優協会に所属。アニメ「サザエさん」のマスオさん、「そ
れいけアンパンマン」のジャムおじさん役で広く知られている。

定　員  400名
　真田地域教育事務所　TEL72・2655

第２回　～「のど自慢」12年の旅から～　であい　ふれあい　ひびきあい
日　時  ２月25日㈯午後１時30分～３時15分（１時開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール
講　師  宮

みや

川
かわ

泰
やす

夫
お

氏（元NHKアナウンサー）
略　歴  1945年、新潟県生まれ。1968年、東京大学文学部社会学科卒業。同年、NHK入局。

のど自慢の司会者として12年間で、全国600か所・海外９か所を訪ねる。他に紅
白歌合戦総合司会、NHKスペシャルなども担当した。

定　員  800名
　丸子地域教育事務所　TEL42・3147

第３回　美しい日本人を育てよう
日　時  ３月７日㈬午後６時30分～８時15分（６時開場）
場　所  上田文化会館ホール
講　師  米

よね

長
なが

邦
くに

雄
お

氏（永世棋聖・日本将棋連盟会長）
略　歴  1943年、山梨県生まれ。1963年プロ棋士となる。1985年に永世棋聖、1993年に

は第51期名人となる。独自の勝負観・人生観で、講演や執筆活動を行う。８年
間の東京都教育委員の経験を生かして、教育問題にも積極的に取り組んでいる。

定　員  500名
　  文化振興課　TEL23・6361

10



Pick Up
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
情報

　地域の雇用状況が厳しい中、雇用機会の創出と拡大を図るため、非常勤職員を募集します。

緊急雇用対策
非常勤職員を募集します

採用日  ４月１日㈰以降　　 雇用期間 　１年以内
業務内容  外国籍市民の相談（ポルトガル語などの通訳）、正規職員の事務補助、屋外での作業、博物館の蔵書や資

料の整理業務、保育園等の保育業務・給食の調理など
賃　金  時給840円～（交通費別途支給）　　 採用人数 　30名程度
応募資格  次の条件をすべて満たす方。
 平成23年３月11日の震災以降に離職した方（離職理由は不問）。昭和27年４月２日以降に生まれた方。

地方公務員法の欠格事項に該当しない方。上田市または他の自治体などが実施した緊急雇用創出事業で
雇用された経験が通算して１年未満の方。外国人登録者は、日本語による会話が可能な方。

面接試験  ２月16日㈭午前９時～午後３時に、市役所本庁舎６階大会議室で開催。事前の連絡は不要です。その
場で面接を行い、後日採用の可否を通知します。

持ち物  市販の履歴書（顔写真を貼付）、外国人登録証（外国人登録者のみ）
　  人材開発課　TEL23・5332

春の信州上田うまいもん大集合
出展者を募集！

　今年の上田城千本桜まつりで、開催予定の「春の信州上田うまいも
ん大集合」に出展する市内の飲食店業者を募集します。

日　時 　４月14日㈯・15日㈰午前10時～午後３時（予定）
場　所 　上田城跡公園芝生広場（公園管理事務所前）
出展資格 　「上田」や「桜」にちなんだオリジナル料理を出展し、千本桜まつり
　　　　　を盛り上げようという志を持つ市内飲食店業者。
出展形態 　テント販売(幕付)、間口2.7ｍ×奥行3.6ｍ

出展料 　１万1,400円（公園使用料込みで基本設備のみ）。ただし、出展する料理により追加で必要となった場合の設
備費用や保健所への申請経費などは、別途出展者の負担。

応募方法  電話で募集要項などを請求のうえ、所定の申込書に必要事項を記入し、信州上田まつり実行委員会事務局へ。
応募締切  ２月13日㈪必着
　信州上田まつり実行委員会事務局（上田観光コンベンション協会）　TEL23・5408

企画展「上田のひな祭り－お姫様の婚礼道具－」
上田地域に伝わるひな人形

　城下町・宿場町の顔を持ち、蚕糸業で栄えた上田地域には様々
なひな人形が今に伝えられています。今年度新たに確認されたひ
な人形、ひな道具を中心に展示会を開催します。上田を治めた真
田・仙石・松平家のお姫様の婚礼道具もあわせて紹介します。

日　時  ２月18日㈯～４月３日㈫午前８時30分～午後５時
　　　　　（入館は４時30分まで。水曜日は休館）
場　所  上田市立博物館
入館料  一般250円、高大学生180円
 小中学生60円（市内の高校生以下無料）
　上田市立博物館　TEL22・1274 江戸後期の享

きょう

保
ほう

雛
びな
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

平
成
23
年
分
所
得
税
の

確
定
申
告

　

確
定
申
告
を
す
れ
ば
市･

県
民
税
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
確
定

申
告
の
必
要
は
な
く
て
も
、
市
・
県
民
税

の
申
告
は
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
告
相
談
・
申
告
書
受
付
期
間　

２
月

16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

●
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方　

平

成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
公
的
年
金

等
の
収
入
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
は
不
要
で
す（
し
か
し
、
医
療
費
控

除
や
社
会
保
険
料
控
除
、
扶
養
控
除
や

配
偶
者
控
除
な
ど
を
含
め
た
市
・
県
民

税
の
申
告
は
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
）。

●
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方　

①

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
所

得
合
計
額
が
各
種
控
除
合
計
額
を
超
え

る
方
、
②
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万

円
を
超
え
る
方
、
③
給
与
所
得
者
で
給

与
と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
合
計
で

20
万
円
を
超
え
る
方
、
④
２
か
所
以
上

か
ら
給
与
が
あ
り
、
給
与
と
退
職
所
得

以
外
の
所
得
と
年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ

た
給
与
の
収
入
金
額
が
合
計
で
20
万
円

を
超
え
る
方
な
ど
。
※
還
付
申
告
を
す

る
場
合
に
は
、
給
与
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
以
下
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
全
部
を
含
め
て
計

算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
申
告
を
す
る
と
給
与
や
年
金
な
ど
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
方　

①
マ
イ
ホ
ー
ム

を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し
た
方
、

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方
、
③

災
害
、
盗
難
、
横
領
に
あ
っ
た
方
、
④

年
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職
し
て
い
な

い
方
な
ど

●
申
告
時
の
必
要
書
類　

源
泉
徴
収
票

（
原
本
）、
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
、
本

人
名
義
の
預
金
口
座
の
わ
か
る
も
の
、

印
鑑

　

上
田
税
務
署　

TEL
22
・
１
２
３
４

市
・
県
民
税
の
申
告
で
医
療

費
控
除
な
ど
を
お
忘
れ
な
く

　

す
で
に
所
得
税
の
申
告
を
済
ま
せ
、
税

額
が
０
円
で
あ
っ
た
方
で
も
、
控
除
額
が

違
う
た
め
に
住
民
税
で
は
課
税
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
で
も
、
医
療

費
控
除
や
扶
養
控
除
、
寡
婦（
夫
）控
除
な

ど
の
申
告
で
、
非
課
税
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
例
年
、申
告
漏
れ
が
多
い
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
付
し
た「
平

成
24
年
度
市
・
県
民
税
申
告
の
手
引
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
告
受
付
期
間　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月

15
日
㈭（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
、
丸
子
・
真
田
・

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
ほ
か
出
張
会

場
　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
１
５

２
月
は
子
ど
も
手
当
の

支
給
月
で
す

　

子
ど
も
手
当
を
受
給
中
の
方
へ
平
成
23

年
10
月
分
か
ら
24
年
１
月
分
ま
で
の
子
ど

も
手
当
を
２
月
10
日
に
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
、
子
ど
も
手
当
が
特

別
措
置
法
へ
と
移
行
と
な
り
、
支
給
金
額

等
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
／
支
給
金
額　

０
〜
３
歳
未
満
／

　

１
万
５
０
０
０
円（
一
律
）、
３
歳
〜
小

学
校
修
了
前
／
１
万
円（
第
３
子
以
降

　

は
１
万
５
０
０
０
円
）、
中
学
生
／
１

　

万
円（
一
律
）

※
子
ど
も
手
当
の「
第
３
子
」と
は
、
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
子
ど
も
の
う
ち
上
か
ら
３
番
目

の
子
ど
も
と
な
り
ま
す
。

●
認
定
請
求
書（
特
別
措
置
法
分
）の
提
出

　

11
月
４
日
に
子
ど
も
手
当
の
特
別
措
置

法
へ
移
行
に
伴
う
認
定
請
求
書
を
対
象

者
に
送
付
し
ま
し
た
。未
提
出
の
方
は
、

早
め
に
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
な
ど

へ
持
参
、
ま
た
は
返
信
用
封
筒
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
終
締
切
の
３
月
31
日
㈯
を
過
ぎ
る

と
、
平
成
23
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
不

明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
０
３
９

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

無
料
申
告
相
談
と

青
色
コ
ー
ナ
ー

◇
無
料
申
告
相
談
会（
税
理
士
）

今
月
の
表
紙

お
知
ら
せ

　１月11日、雪の舞う中、西内保
育園のそり遊びが行われました。
　保育園の裏山の傾斜地は、滑走
距離40ｍほどのそり遊びに格好の
ゲレンデ。事前に保護者や地域の
皆さんが、草刈りなどの整備をし
てくれた場所です。
　当日の積雪は約15㎝。園児
２・３人ずつを乗せた二人用のそ
りは、雪煙をあげながら傾斜地
を勢いよく滑り降り、その度に
「ワーッ」という大きな歓声が沸き
起こります。順番を待つ園児たち
の、期待でいっぱいのキラキラし
たまなざしも印象的。園児たちは
存分に冬を楽しんでいました。

西内保育園　里山そり遊び



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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●
期
間　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
13
日
㈫

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
対
象　

小
規
模
事
業
所
得
者（
消
費
税

申
告
含
む
）、
給
与
所
得
者
お
よ
び
年

金
受
給
者
な
ど
。
い
ず
れ
も
、
譲
渡
所

得
の
あ
る
方
を
除
く
。

◇
青
色
コ
ー
ナ
ー（
青
色
申
告
会
）

●
期
間　

３
月
６
日
㈫
〜
９
日
㈮

◇
共
通
事
項

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
と
午
後
１
時

〜
４
時（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館

　

上
田
税
務
署　

TEL
22
・
１
２
３
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

整
備
し
ま
し
た

　

㈶
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
所
管
の
市

町
村
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
、
次
の
団
体

が
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

◇
砥
石
米
山
城
登
山
道
を
整
備

　

伊
勢
山
自
治

会
に
よ
り
砥
石

米
山
城
登
山
道

の
危
険
箇か

所
の

整
備
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の

整
備
に
よ
り
、

安
全
で
快
適
な

登
山
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
砥
石
米
山
城
に
登
り
、
真
田
氏
ゆ

か
り
の
地
を
身
近
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

◇
二
つ
の
自
治
会
が
祭
具
を
整
備

　

仁
古
田
自
治
会
で
は
、
仁
古
田
大
神か
ぐ
ら楽

の
用
具
を
、
下
常
田
自
治
会
で
は
灯と
う

籠ろ
う

提ち
ょ
う

灯ち
ん

吊
り
下
げ
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
自
治
会
で
は
、
地
域
の
伝
統
文
化
の

保
存
・
伝
承
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

◇
防
災
設
備
の
整
備

　

上
長
瀬
自
治
会
で
は
防
災
設
備
と
し

て
発
電
機
、
投
光

器
、コ
ー
ド
リ
ー
ル
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
そ

れ
ぞ
れ
２
セ
ッ
ト
購

入
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
等
の
救
護

用
・
避
難
用
器
材
と

し
て
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
42
・
１
０
１
１

◇
屋
外
放
送
設
備
工
事

　

半
過
自
治
会
で
は
屋
外
放
送
設
備
工
事

を
実
施
し
、
自
治
会
内
３
か
所
に
９
基
の

ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
ま
と
ま
り

や
絆
を
深
め
る
た
め
の
設
備
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

市
民
参
加
・
協
働
推
進
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
３
５
２
）

　12月15日、ロンドンで10月に開催された
第41回技能五輪国際大会の洋菓子製造職種
で金メダルを獲得した上野実

み

里
り

菜
な

さんが、
市長表彰を受賞しました。技能五輪は原
則22歳以下の技能者による国際的な競技大
会。18か国の代表が競った同部門で、見事
金メダルを獲得しました。上野さんは「練
習は大変でしたが、夢を叶えたかったので、
乗り越えられました」と話していました。

　平成23年12月に訪問した方の中から紹介
します。

　12月20日、山口県で10月に開催された国
民体育大会で優秀な成績を収めた４選手
が、市長表彰を受賞しました。
　受賞者は、増田真

ま

七
な

海
み

さん（馬術競技　
少年　二段階障害飛越　優勝）、野崎新市
さん（ボウリング競技　成年男子　個人・
優勝、団体・第２位）、竹下将

まさ

弘
ひろ

さん（ボウ
リング競技　成年男子　団体・第２位）、
富岡直希さん（レスリング競技　成年フ
リースタイル55㎏級　第２位）です。富岡
さんは、大会中のため母・洋

よう

子
こ

さんが代理
出席しました。

お
知
ら
せ

※写真左から富岡さん、野崎さん、市長、増田
さん、竹下さん。
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休
日
農
地
相
談
会

　

農
地
の
転
用
、
売
買
・
相
続
・
贈
与
・

地
目
変
更
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
地
元
農
業
委

員
と
事
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
期
日
／
地
区（
場
所
）　

２
月
25
日
㈯
／

上
田
・
塩
尻
・
神
川（
中
央
公
民
館
）、

同
月
26
日
㈰
／
神
科（
上
野
が
丘
公
民

館
）、
真
田
全
地
区（
真
田
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
）、
武
石
全
地
区（
武
石
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
）、
３
月
４
日
㈰
／
殿
城
・

豊
里（
豊
殿
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
）、
城

下
・
川
辺
・
泉
田（
城
南
公
民
館
）、
浦

里
・
室
賀
・
小
泉（
Ｊ
Ａ
上
田
西
支
所
）、

塩
田（
塩
田
公
民
館
）、丸
子
全
地
区（
丸

子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午（
浦
里
・
室

賀
・
小
泉
は
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

TEL
23
・
５
４
６
６

上
田
地
域
就
職
面
接
会

開
催
し
ま
す

　

平
成
24
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生
な
ど

を
対
象
に
、
上
田
地
域
の
企
業
と
の
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
17
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
東
急
イ
ン
３
階
国
際
21
ク

リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

●
対
象　

平
成
24
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

高
校
等
卒
業
予
定
の
学
生
と
39
歳
ま
で

の
一
般
求
職
者

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

履
歴
書（
必
要
部
数
）

●
申
し
込
み　

不
要（
高
校
生
は
、
学
校

を
通
じ
て
事
前
の
参
加
申
込
が
必
要
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田

　
　

TEL
23
・
８
６
０
９

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

ナ
ポ
リ
の
愛

４
０
０
年
を
歌
う

　

彌み
ろ
く勒
忠
史（
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
）、
高た
か

本も
と

一
郎（
リ
ュ
ー
ト
＆
ア
ー
リ
ー
・
ギ

タ
ー
）、
田
島
隆た
か
し（
タ
ン
バ
リ
ン
）の
３
人

お
知
ら
せ
／
催
し

＜広告欄＞

「あなたのまちの相談役」
民生児童委員にご相談を
　「民生委員」とは、厚生労働大臣から委嘱され、地
域において、常に住民の立場に立って相談に応じ、
必要な援助を行い、専門機関と連携して社会福祉の
向上に努める方々です。上田市では、「民生委員」と
地域の子どもたちを見守り、子育ての不安などの相
談・支援などを行う｢児童委員｣を兼ねる「民生児童
委員」306人と、児童福祉について専門的に担当する
「主任児童委員」26人が委嘱され、市民のために活動
しています。
●こんな時にはご相談ください
　市の福祉事務所や社会福祉協議会などの窓口や福
祉サービスを紹介するなど、問題解決の窓口にな
ります。
・一人暮らしや高齢者の世帯で困ったことがある
・福祉サービスの内容や利用方法が分からない
・介護サービスの利用について
・妊娠中の心配ごとや子育ての不安がある
・不登校やいじめについて相談したいことがある
・児童虐待について
・経済的に困っていて生活保護を申請したい
・どこに相談すればいいのか分からない　など
●秘密は厳守されます
　民生児童委員には守秘義務があります。また、個
人情報に関するガイドラインに基づき、個人情報
やプライバシーに配慮して、市民の皆さんとの信
頼関係の構築に心掛けています。
　お近くの民生児童委員をご案内しますので、連絡
ください。
　 福祉課　　　TEL22･4100（内線1605）
　　 健康福祉課　TEL42･1118
　　 健康福祉課　TEL72･2203
　　 健康福祉課　TEL85･2067

せら知お
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キラリ★輝くこどもたち！

と
と
も
に
、
イ
タ
リ
ア
４
０
０
年
の
歴
史

と
音
楽
を
楽
し
み
ま
す
。「
タ
ン
バ
リ
ン
博

士
・
田
島
隆
」の
ミ
ニ
講
座
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

３
月
20
日（
火
・
祝
）午
後
２
時

開
演

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ

ま
●
入
場
料　

前
売
り
２
０
０
０
円
、
当
日

２
５
０
０
円

　

㈶
信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

う
え
だ

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
期
日　

２
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

●
内
容
／
時
間　

人
権
作
品
・
資
料
の
展

示
／
両
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
19
日
は
午
後
３
時
ま
で
）、
人
権
作
品

表
彰
式
／
18
日
午
後
１
時
〜
、
講
演
会

「
震
災
と
人
権
」渥あ
つ

美み

公と
も

秀ひ
で

氏（
大
阪
大

大
学
院
教
授
）／
18
日
午
後
２
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
会
議
室
・
展
示

室
●
入
場
料　

無
料

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

「うんと遊んで、考えて」
楽しいこといっぱいの園生活

梅花幼稚園

　梅花幼稚園は、市役所や上田城跡公園な
どのある市の中心地区に、今から111年前
に開設された歴史ある幼稚園です。子ども
たちが毎日を過ごす園舎も開園当時のまま
です。
　朝、登園した子どもたちは出席のシール
を貼ると、後はひたすら積木遊びをしてい
ます。体全部を使って、自分の体と同じく
らいの大きさの大型積木を運び、積み重ね、
３階建ての家を作ったり、屋根までついた
真っ暗な迷路のようなお化け屋敷を作った
りと、それぞれが考えて、みんなで力を合
わせて想いを形にしていきます。大型積木
を自由自在に使えるのは年長になってから
なので、年少児・年中児は、頼もしい年長
児を見ながら小さな積木で積み方をまね
て、同じような家や飛行機を作り楽しんで

います。そして、作った積木の家の中で、
絵を描いたり、ままごと遊びをしたり、そ
こで昼食を食べることも子どもたちの楽し
みの一つです。
　園では１年を通して、季節を感じる行
事が盛りだくさん。「田植え」「花の日礼拝」
「収穫感謝祭」「クリスマス礼拝」「雪あそび」
「たこあげ」を楽しんでいます。今年度の
クリスマス礼拝では、讃美歌を歌い、ろう
そくに灯

とも

されたあかりを見つめながら、保
護者の方々と礼拝しました。特に、震災に
遭われた人たち、働かなくては生きられな
い子どもたちなど、世界のどこかで悲しん
でいる人たちのことに思いを馳せ、子ども
たちは祈りました。そのほかに「料理の日」

「体育の日」や年２回、園
と別所温泉で行う「お泊
まり」など子どもたちに
とって、待ち遠しいこと
がいっぱいの園生活で
す。うんと遊んで考えて、
子どもたちは毎日元気に
生活しています。

『ぼく飛行機みたいな形のお
うちをつくりたい』
「１階は横から入ろう！」
「２階は階段で上ろう！」
「３階もつくろう！」

『クリスマスページェントの馬小屋づくり』
「イエスさまは馬小屋で生まれたんだよね」

＜広告欄＞
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「
海
野
町
・
原
町
ビ
ッ
ク
リ

歴
史
散
歩
」こ
ぼ
れ
話
し

　

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト「
海
野
町
・
原
町
ビ
ッ

ク
リ
歴
史
散
歩
」を
発
行
し
た
上
田
小
県

近
現
代
研
究
会
の
先
生
方
に
、
取
材
を
通

じ
新
た
な
発
見
や
感
じ
た
こ
と
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

２
月
27
日
㈪
午
後
６
時
〜
７
時

30
分（
５
時
30
分
受
付
開
始
。
早
め
の

来
館
で
館
内
見
学
可
）

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

●
定
員　

先
着
40
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
コ
ー
ヒ
ー
、
菓

子
付
き
）

●
申
し
込
み　

２
月
23
日
㈭
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
・
２
１
１
０
）

で
う
え
だ
原
町
一
番
街
商
店
会
へ
。

　

う
え
だ
原
町
一
番
街
商
店
会（
河
合
）

　
　

TEL
０
９
０
・
８
７
４
３
・
２
０
２
１

上
田
市
少
年
少
女

サ
ッ
カ
ー
大
会

　

青
少
年
活
動
の
一
環
と
し
て
サ
ッ
カ
ー

を
通
じ
て
、
健
全
な
心
身
の
発
達
と
相
互

の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
会

で
す
。

●
期
日　

３
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
。
予
備

日
は
20
日（
火
・
祝
）

●
場
所　

上
堀
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
競
技
方
法　

８
人
制
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

●
ブ
ロ
ッ
ク　

高
学
年
の
部（
男
女
４
〜

６
年
生
）、
低
学
年
の
部（
男
女
１
〜
３

年
生
）、女
子
の
部（
女
子
１
〜
６
年
生
）

チ
ー
ム
は
原
則
、
育
成
会
単
位
で
編
成

す
る
。

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円（
２

月
29
日
㈬
の
監
督
会
議
で
徴
収
）

●
申
し
込
み　

２
月
22
日
㈬
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
用
紙
で
。
持
参
の
場
合
は
、

体
育
課
、
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・

武
石
各
教
育
事
務
所
へ
。
郵
送
の
場
合

は
、
必
着
で
体
育
課
宛（
〒
３
８
６

－

０
０
２
５　

天
神
２

－

４

－

74
）へ
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

ブ
ロ
グ
作
成
セ
ミ
ナ
ー

上
田
の
魅
力
を
紹
介

　

市
内
で
取
材
・
撮
影
し
た
場
所
に
つ
い

て
ブ
ロ
グ
を
作
成
し
、
公
開
し
ま
す
。

　

市
立
博
物
館
と
、
展
示
品
の
日
本
で
一

番
古
い
反
射
式
望
遠
鏡
・
国
友
藤と
う

兵べ

衛え

（
一い
っ

貫か
ん

斎さ
い

）作
天
体
望
遠
鏡
を
取
材
し
、
レ

ポ
ー
ト
の
書
き
方
、
展
示
品
の
撮
影
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時
／
内
容　

３
月
２
日
㈮
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
／
ブ
ロ
グ
に
つ
い
て

知
ろ
う「
ブ
ロ
グ
作
成
体
験
」、
同
月
９

日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
／
レ
ポ
ー

ト
の
書
き
方
講
座
と
市
立
博
物
館
の

取
材
・
撮
影
、
同
月
16
日
㈮
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
／
写
真
の
補
正
と
レ

ポ
ー
ト
ブ
ロ
グ
作
り
。

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
経
験
者
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
上
田
の
魅
力
を
外
部
に

「医療シンポジウム」の模様を
行政チャンネルで放送
　１月21日㈯に「新生『上田市』５周年記念・被災
地復興支援－ふるさと うえだ 絆深めて－」の一
環として開催した「医療シンポジウム」の模様を、
行政チャンネルで放送します。このシンポジウム
は、四人のパネリストが「上田地域における医療
再生の現状と展望」をテーマに、地域医療再生に
向けた上田市と信州上田医療センターの取り組み
について、分かりやすく話しています。ぜひご覧
ください。
●放映　２月３日㈮から
・放送時間帯　５：00 ～、７：00 ～、10：00 ～、
　　　　　　　13：00 ～、15：00 ～、18：00 ～、
　　　　　　　20：00 ～、23：00 ～
●放送チャンネル
・上田ケーブルビジョン（UCV）　
　　　デジタル CATV009 チャンネル
・丸子テレビ放送（MTV）
　　　デジタル CA103 チャンネル
　上田市ホームページでもご覧いただけます。
　 秘書課　TEL23･5149

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞

せら知お



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹
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丸子地域自治センター
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向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
方
、
テ
ー
マ

性
の
あ
る
ブ
ロ
グ
を
作
成
し
た
い
方

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
５
０
０
円（
ブ
ロ
グ
作
成

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
経
験
者
は
２
回
目
か

ら
の
参
加
可
、
２
５
０
０
円
）

●
持
ち
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

●
申
し
込
み　

３
月
１
日
㈭
ま
で
に
電

話
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

第
６
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

●
日
時　

２
月
27
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
演「
こ
こ
ろ
の
声
に
寄
り

添
っ
て
〜
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学

ぼ
う
〜
」塚
越
洋よ
う

子こ

氏（
子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
う
え
だ
心
理
相
談
員
）、
交
流
会

●
対
象　

上
田
市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

２
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
66
回
市
民
公
開
講
座

　

足
腰
を
鍛
え
て
、
要
介
護
に
な
る
の
を

防
ぐ
た
め
の
方
法
な
ど
を
理
学
療
法
士
が

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
講
演　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

ス
ポ
ー
ツ
テ
ー
ピ
ン
グ
＆

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
講
習
会

　

ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
実
践
で
き
る
基
本
的

な
技
法
な
ど
、技
術
の
習
得
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
19
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

（
テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会
）、
午
後
１
時
〜

４
時（
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
講
習
会
）

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館
小

競
技
場

●
講
師　

㈳
長
野
県
柔
道
整
復
師
会
東
信

支
部
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

●
参
加
費　

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会
の
み

１
０
０
０
円（
テ
ー
プ
代
と
し
て
）

　

㈶
上
田
市
体
育
協
会
事
務
局

　
　

TEL
27
・
９
４
０
０

ひ
な
ま
つ
り

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
講
習
会

　

男お

雛び
な

、
女
雛
に
見
立
て
た
一
対
の
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

２
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

関
口
鶯お
う

佳か

氏（
勅て

使し

河が

原わ
ら

和
風

会
・
青
い
鳥
主
宰
）

●
定
員　

先
着
20
組（
一
人
で
の
参
加
も

可
）

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
材
料
費
を
含

む
）

●
持
ち
物　

花
ば
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン

●
申
し
込
み　

２
月
23
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

ひ
な
祭
り
料
理
教
室

（
託
児
付
）

●
日
時　

２
月
23
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
講
師　

菊
地
貴
美
子
氏（
製
菓
衛
生
師
）

●
内
容　

桃
の
節
句
華
や
か
押
し
寿
司
ほ

か
●
対
象　

女
の
子
を
育
て
て
い
る
お
母
さ

ん
を
優
先

●
定
員　

15
名

●
参
加
費　

受
講
料
１
０
０
円
、
材
料
費

７
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

２
月
９
日
㈭
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
神
川
地
区
公
民
館
へ（
受

付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

●
日
時　

３
月
２
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
10
分

●
場
所　

丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

３
階
会
議
室

●
対
象　

収
容
人
員
が
３
０
０
人
以
上
の

不
特
定
多
数
が
出
入
り
す
る
建
物（
特

定
防
火
対
象
物
）の
防
火
管
理
者
で
、

過
去
５
年
以
内
に
講
習
会
を
受
講
し
て

い
な
い
方

●
定
員　

先
着
80
名

●
参
加
費　

会
員
１
５
０
０
円
、
一
般

２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

２
月
６
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
東
御
・

丸
子
・
真
田
・
依
田
窪
南
部
消
防
署
へ
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

課　

TEL
26
・
０
０
２
９

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

市
民
講
座

　

現
在
、
日
本
で
は
急
速
な
高
齢
化
が
進

み
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
が
ん
な
ど
の
生

活
習
慣
に
起
因
す
る
慢
性
疾
患
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
民
医
療
費
の

高
騰
を
招
き
、
財
政
基
盤
が
危
機
を
む
か

え
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
を
自
分
で
守

る「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
推
進

す
る
こ
と
で
、
健
康
の
維
持
と
安
定
し
た

医
療
費
の
確
保
が
両
立
で
き
ま
す
。
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
市
民
講

座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時（
１
時
開
場
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
演
題　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
治
療
〜

肥
満
・
糖
尿
病
を
中
心
に
〜

●
講
師　

池
田
義
雄
氏（
タ
ニ
タ
体
重
科

学
研
究
所
所
長
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
参
加
費　

無
料

　

上
田
薬
剤
師
会　

TEL
22
・
６
１
３
０

わ
が
子
を
モ
デ
ル
に

合
成
写
真
作
り
を
楽
し
も
う

●
期
日　

３
月
４
日
㈰

●
内
容
／
時
間　

子
ど
も
の
写
真
の
撮

影
と
写
真
選
び
／
午
前
10
時
〜
正
午
、

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
使
っ
た
合
成
写
真

の
作
品
づ
く
り
／
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
講
師　

田
野
隆
太
郎
氏（
映
像
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）、
村
上
浩
太
郎
氏（
フ
リ
ー
カ

メ
ラ
マ
ン
）※
書
籍「
オ
ヤ
バ
カ
ち
ゃ
ん

（
進
化
型
コ
ド
モ
ス
ナ
ッ
プ
の
教
科
書

カ
ン
タ
ン
合
成
写
真
の
手
引
き
）」共
同

著
者

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
経
験
の
あ
る
保
護
者

と
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん（
午
後
は

保
護
者
の
み
で
の
参
加
も
可
）

●
定
員　

16
組（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

●
受
講
料　

２
０
０
０
円

●
持
ち
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
昼
食

●
申
し
込
み　

２
月
25
日
㈯
ま
で
に
電
話

で
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア

情
報
セ
ン

タ
ー
へ
。

　

見
本
の
作

品
を
同
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま

す
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

第
４
回
家
庭
介
護
教
室

　

車
イ
ス
の
移
乗
や
家
庭
で
で
き
る
関
節

拘こ
う

縮し
ゅ
く

の
予
防
運
動
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

２
月
15
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
信
州
上
田

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療

連
携
室　

TEL
22
・
１
８
９
０

講
座
・
教
室

＜広告欄＞

「オヤバカちゃん。」より
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

平
成
14
年
か
ら
太
郎
山
裏
参
道
の
植
物
調
査
を
実
施
し
、
平
成
15

年
６
月
に
発
会
し
た「
上
田
自
然
に
親
し
む
会
」。
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
た
里
山
講
座
を
契
機
に
17
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
上
田
市
近
辺
の

自
然
観
察
か
ら
学
び
、
楽
し
み
、
自
然
と
の
共
存
を
考
え
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
現
在
は
31
人
で
身
近
な
自
然
観
察
と
太
郎
山
の
植
物

調
査
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
、
太
郎
山
へ
登
る
楽
し
さ
を
知
り
、
自
然
を
大
切
に
す

る
第
一
歩
に
し
よ
う
と
、
同
会
会
員
の
堀
内
将
樹
さ
ん（
左
の
写
真

左
）を
実
行
委
員
長
に
、「
太
郎
山
の
木
の
名
前
を
知
り
自
然
を
学
ぶ

事
業
」を
立
ち
上
げ
、
裏
参
道
の
木
々
の
名
前
や
特
徴
を
説
明
す
る

「
樹じ
ゅ

名め
い

板ば
ん

」の
製
作
を
し
ま
し
た
。
板
に
記
載
す
る
説
明
文
の
内
容
な

ど
を
話
し
合
う
一
方
で
、
４
月
か
ら
７
月
ま
で
４
回
に
渡
り
山
を
歩

き
、
木
の
選
定

や
、
仮
の
名
札

付
け
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
に

は
、
子
ど
も
た

ち
に
自
然
観
察
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
親
子
観
察
会
を
開

催
。
市
内
の
親
子
10
人
と
会
員

が
参
加
し
、
太
郎
山
の
草
花
や

木
、
昆
虫
の
名
前
を
学
び
ま
し

た
。「
子
ど
も
は
植
物
よ
り
も
昆

虫
に
興
味
が
あ
り
、
名
前
を
教

え
て
も
ら
い
喜
ん
で
い
ま
し

た
」と
堀
内
さ
ん
。「
小
学
校
の

遠
足
で
、
木
の
名
前
を
見
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
登
山
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

　

10
月
29
日
、
会
員
と
市
民
有
志
の
計
41
人
が
５
班
に
分
か
れ
、
木

の
名
前
と
位
置
が
書
か
れ
た
地
図
を
見
な
が
ら
、
74
種
類
、
１
１
５

本
の
木
に
完
成
し
た
樹
名
板
を
取
り
付
け
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
会
長
の
三
井
幸
子
さ
ん（
上
の
写
真
右
）は
、「
最
近
は
若
い
女
性

の
登
山
者
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
樹
名
板
を
見
て

木
や
花
に
関
心
を
持
っ
て
、
も
っ
と
太
郎
山
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

太
郎
山
の
自
然
観
察
を
続
け

自
然
と
の
共
存
を
考
え
て
い
ま
す

上田自然に親しむ会

上田自然に親しむ会では、今年
度、わがまち魅力アップ応援事
業の団体を対象とした、特色あ
るまちづくり事業の採択を受
け、「太郎山の木の名前を知り自
然を学ぶ事業」を行っています。
木の名前を覚えながら登山を楽
しんでほしいと製作した樹名板
は、大きさ縦10㎝、横15㎝ほ
どで、成長に合わせて伸びるナ
イロン製ベルトを使うなどの工
夫をしました。２月11日（土・
祝）・12日㈰の第28回文化創造
祭（中央公民館）では、会の活動
報告を展示発表。来年度はこれ
まで調査した研究資料をまとめ
たパンフレットを制作します。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

三み
つ

井い

幸ゆ
き

子こ

さ
ん　

堀ほ
り

内う
ち

将ま
さ

樹き

さ
ん

＜広告欄＞



このコーナーでは、４地域の話題や
出来事などを紹介しています。

　穏やかな天気となった１月１日、新春恒例の元
旦マラソンが丸子総合体育館と丸子北小学校の２
会場をスタート・ゴールに開催されました。
　丸子地域体育指導委員会と丸子地域のスポーツ
団体役員の運営協力により行われるこのマラソン
は、地域の名物行事であり、年始めのスポーツイ
ベントとして地域住民に愛されています。
　今年の参加人数は283人。午前10時30分、互い
に新年の挨拶を交わした参加者は、念入りな準備
体操をし、1.5㎞と３㎞のいずれかのコースを選
んで、家族や友だちと笑顔でスタートしていきま
した。
　参加者には、小さな子どもとゆっくり走る家族
連れが多く見られる中、長野県縦断駅伝で活躍し
た上田東御小県チームの選手やビル・レッティ監
督の姿も見られました。
　走り終えた参加者は「毎年この元旦マラソンを
楽しみにしています。これで今年も１年間、健康
に過ごせそうです」と充実感いっぱいの笑顔で話
していました。

今
年
も
健
康
に
走
り
切
る

第
38
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

真田の路線バス利用促進を図る

　

真
田
地
域
の
路
線
バ
ス
利
用
促
進

を
目
的
に
、
昨
年
10
月
に
設
立
さ
れ

た
真
田
地
域
公
共
交
通
利
用
促
進
協

議
会
に
よ
る
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
地
域
内
を
運
行
す
る
上
田
バ

ス
㈱
の
菅
平
高
原
線
、
傍
陽
線
、
真

田
線
を
、
12
月
19
日
か
ら
同
月
24
日

の
午
後
４
時
以
降
に
利
用
し
た
方
に

花
の
球
根
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
当
た
り
く
じ

が
混
ぜ
ら
れ
て
い
て
、
引
き
当
て
た

方
に
は
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
見
事
に
当
た
り
を
引

い
た
上
田
恭や
す

大ひ
ろ

さ
ん（
下
原
）は「
高
校
へ
の
通
学

に
毎
日
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
楽
し
く
乗
れ
る
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

上
田
バ
ス
㈱
で
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
傍
陽
線
、
真
田
線
を
走
る
車
両
の
う
ち
２
台
を

車
内
を
電
飾
な
ど
で
飾
り
つ
け
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
バ
ス
と
し
て
３
月
19
日
ま
で
の
予
定
で
運

行
し
て
い
ま
す
。
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
車
内
に
乗
り

合
わ
せ
た
利
用
者
は
、「
に
ぎ
や
か
で
楽
し
げ
で

良
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

イルミネーションバスを運行
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　昭和55年開所以来の大改修をした
番
ばん

所
しょ

ヶ
が

原
はら

スキー場が、昨年12月22日に
リニューアルオープンし、これを記念
して１月７日から９日までイベントが
開催されました。改修したスキー場は、
ペア乗車となったリフトを山際に移設
し、初心者やファミリーにも喜ばれ
る１枚バーンの広いゲレンデとなり、
キッズエリアも広々充実。また、駐車
場からゲレンデまでの登り坂には、動
く歩道を設置し、楽々とゲレンデに移
動できるようになりました。
　イベント期間中は、リフトの無料開
放や先着100名に記念品の贈呈、宝探
しゲーム、ゆるキャラと記念撮影、地
元食材を使ったふるまい鍋などが行わ
れ、延べ3,500人の来場者でにぎわい
ました。来場者は「動く歩道ができた
ので、スキーを担いで登らなくてよく
なったのでありがたいよ」と話してい
ました。
　今シーズンからは、上田市民・練馬
区民限定の割引もあります。ますます
充実した武石番所ヶ原スキー場へ、ご
家族みんなでお出かけください。

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

広
く
な
っ
た
ゲ
レ
ン
デ
で
楽
し
も
う
！

　

小
雪
が
舞
う
１
月
４
日
、
上
田
創
造
館
で
は
恒
例
の
お
正
月
あ
そ
び

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
間
連
続
で
開
催
さ
れ
る
初
日
、
偶
然
チ
ラ
シ
を
見
た
と
、
け
ん

玉
の
白
石
豊と
よ

次つ
ぐ

５
段（
千
葉
）が
来
場
。
難
易
度
の
高
い
技
を
披
露
し

た
後
、
子
ど
も
た
ち
に
技
の
コ
ツ
を
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
、
日
本
け
ん
玉
協
会
の
審
査
を
受
け
る
と「
級
」認
定
書
が
も
ら
え
る

と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
参
加
者
が
増
え
た
よ
う
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
こ
の
事
業
に
協
力
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

信
州
未
来
広
場
代
表
理
事
・
奥
村
直た
だ
し

さ
ん

は
、「
三
世
代
で
遊
べ
、
体
を
使
い
、
手

を
使
い
、
し
か
も
安
心
し
て
遊
べ
る
。
お

じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
す
ご
さ
が
発

揮
で
き
る
場
で
す
ね
」と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
お
母
さ
ん
が
仕
事
始
め
の
た

め
、
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
来
た
５
歳
の
東ひ
が
し

山や
ま

千ち

紗さ

ち
ゃ
ん
と
２
歳
の
千ち

晄あ
き

ち
ゃ
ん

（
踏
入
）は
、「
保
育
園
で
は
友
達
と
練
習

し
た
こ
と
あ
る
の
」と
、
羽
根
つ
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。体
育
館
で
は
こ
ま
ま
わ
し
、

お
手
玉
な
ど
が
、
和
室
で
は
か
る
た
、
す

ご
ろ
く
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
て
、
昼
食
を

食
べ
て
一
日
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
家
族
も
い

ま
し
た
。　

お正月あそび大会

伝承あそびを伝えよう！楽しもう！
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平成24年

上田市
成人式

　１月８日、上田市成人式が市内７会場で
開催され、平成３年４月２日から４年４月
１日までに生まれた新成人1,571人のうち
1,236人（78.7％）が出席しました。
　会場では旧友や恩師との再会を喜んだ
り、写真を撮り合う新成人の姿が見られ、
市、市教育委員会、成人式実行委員会が主
催した式典は、式辞、中学時代の恩師から
のメッセージ、代表者の誓いの言葉などが、
実行委員の司会で滞りなく進行。新成人た
ちが、新たな誓いを胸に、成人としての第
一歩を踏み出しました。

上田
市民会館

塩田
公民館

新成人代表の挨拶

懐かしの映像に笑顔

上野が丘公民館 実行委員の紹介
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真田中央公民館

丸子
文化会館

上田
創造館

武石
公民館

恩師との再会

地域ごとの記念撮影

恩師と記念撮影

武石讃歌の斉唱
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
市政提言メール：mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL：http：//www.city.ueda.nagano.jp/

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
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平
成
24
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２
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月
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日
・
16
日
発
行
）
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田
市
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書
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野
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上
田
市
大
手
１

－
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－
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TEL
０
２
６
８
・
22
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４
１
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FAX
０
２
６
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・
23
・
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２
４
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No.

人口：158,934人　男：77,763人  女：81,171人　世帯数：62,989戸　
外国人登録者数：3,910人　男：1,825人　女：2,085人

人の動き（平成24年１月１日現在）

　

夜
空
に
満
天
の
星
が
輝
く
11
月
26
日
、
第
六
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
15
歳
で
亡
く
な
っ
た
細
山
裕ひ
ろ

貴き

君
の「
追
悼
サ
ッ

カ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
６
月
２
日
に
小
児
が
ん
と

の
闘
病
の
末
、
こ
の
世
を
去
っ
た
細
山
君
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
大

好
き
な
少
年
で
し
た
。

　

当
日
は
、
彼
が
小
学
校
時
代
に
所
属
し
て
い
た
上
田
南
Ｆ
Ｃ

の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
中
学
３
年
間
と
も
に
汗
を
流
し
た
塩
田
中

学
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
、
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
だ
仲
間

た
ち
と
、
保
護
者
を
含
め
た
約
１
１
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
参
加
者
全
員
で
、
細
山
君
の
遺
影
に
淡
い
グ
リ
ー

ン
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
献
花
し
黙も
く

祷と
う

。
そ
の
後
、
子
ど
も
た

ち
は
、
細
山
君
の
南
Ｆ
Ｃ
時
代
の「
２
」、
塩
田
中
時
代
の「
10
」

の
背
番
号
と
、
彼
の
最
後
の
言
葉
と
な
っ
た「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

Ｎ
Ｇ
Ｅ　

Ｏ
Ｋ
！
」が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
用

し
、
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
、
ご
両
親
か
ら「
裕
貴
は
最
後
ま
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
続
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
辛
い
こ
と
か
ら
逃
げ
ず
に
、
何

度
で
も
繰
り
返
し
挑
戦
し
続
け
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寒
い
夜
で
し
た
が
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
在
り
し
日
の
細
山

君
を
偲
び
、
サ
ッ
カ
ー
を
思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し
た
。

友
人
の
最
後
の
言
葉
を
胸
に「
追
悼
サ
ッ
カ
ー
」を
開
催

情
報
提
供
／
上
田
南
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「広報うえだ」へのご意見・ご要望などをお寄せください。
郵送、電話、FAX、Eメール（koho@city.ueda.nagano.jp）で、秘書課まで。
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